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会計検査院長を2025年3月に退任した著者
は在任中、「国民目線」の業務改革を推

進し、会計検査院の長い歴史のなかに名を刻ん
だ。アメリカの会計検査院（GAO）は立法府
に設置される機関であり、その長および副院長
の任期は15年にもおよぶが、著者の任期はわず
か1年3カ月しかなかった。これは非常に惜しま
れることである。
さて、本書においてまず必読なのは第1章「7
つの転職を経て会計検査院長へ」だ。著者はド
ラッカーに直接教えを受けた愛弟子であり、本
書の底流にドラッカーの思想の原点「ひとりひ
とりが位置と役割を持つ自由な社会」の重要性
があることを、自分のキャリア形成の歩みとあ
わせていきいきと述べている。
その後の構成は「第2章 会計検査院とはどん
なところか」「第3章 税金はどう使われている
のか①－アベノマスク・給付金」「第4章 税金
はどう使われているのか②－補助金・補正予算・
賃上げ税制」「第5章 会計検査結果はどのよう
に活用されるのか」「第6章 会計検査院改革の
挑戦－国民のために」「エピローグ－私たちは
税金の使い方をどう判断するのか」「あとがき」

渡部 晶  わたべ・あきら
1963年福島県平市（現・いわき市）
生まれ。京都大学法学部卒。1987年
大蔵省入省。財務省大臣官房地方課
長、沖縄振興開発金融公庫副理事長、
財務省財務総合政策研究所長などを
歴任し、2024年7月退官。いわき応
援大使、2024年3月放送大学大学院
修士（学術）、日本政策投資銀行設
備投資研究所上席主任研究員。

税金の活用法とともに
財政の未来を切り拓くヒントを学ぶ

『税金はどこへ行くのか
元会計検査院長が見た
「日本の財政」』
田中弥生 著
（講談社・1320円 税込）

『対馬仏像盗難事件
返還までの軌跡、
日韓秘密交渉の裏側』
共同通信社対馬仏像
盗難事件取材班 著
（木星舎・1,760円 税込）

「倭寇に略奪された仏像だ。日本側に返す必要はない」。2012年10月に起きた盗難事件で、韓国側の主張に戸
惑った記憶のある日本人は多いのではないか。舞台は朝鮮半島までわずか50㌔の離島・対馬（長崎県）。この本
は返還までに12年半かかった1体の仏像をめぐるルポルタージュだ。島中部の入江沿いの集落に降ってわい
た難題。解決には日韓の国会議員や民間人が水面下で奔走していた。長期化した経緯や決着の舞台裏を明らか
にしつつ、日本側の住職ら地元の苦悩と決断も浮かびあがる。

　盗まれたのは、対馬市豊
とよたままち

玉町の観音寺に安置さ
れた高さ50㌢の観世音菩薩坐像。体内の古文書
から、14世紀に高麗でつくられ、現地の浮

ふ せ き じ

石寺に
安置されたと推定された。しかし対馬への来歴は
不明で、島の住民に長く拝まれてきた。500年以
上前からという言い伝えもあるという。
　盗難から数か月後、韓国内で窃盗団が現地警察
に摘発され、仏像は見つかった。そこに声をあげ
たのが、現在の浮石寺側だ。当時、横行していた
日本人海賊である倭寇に奪われたもので、自分た
ちが所有すべきだというのだ。日本側は交易の拠
点だった対馬が譲渡を受けたなどと反論した。
　本書では交渉難航の背景に大戦中の強制労働や

従軍慰安婦の問題があったことを指摘。韓国で長
期にわたる法廷論争にもなったことをレポートする。
最終的に「浮石寺で100日法要後に観音寺返還」で
まとまるが、返還にかかわった日韓双方の国会議
員と民間団体の計4人が登場する。法要後の返還
確約で両寺を説得した内幕を聞き出した。
　印象に残ったのは、観音寺側の住職がインタビ
ューに答えた「恩讐を超えて」という言葉と、浮石
寺側が異例のレプリカ制作を受け入れたことだ。
返還を守ったことに報い、禍根を残さないという
思いからだ。一読して思うのは、交流の深まりの
大切さ。そして将来世代のために、記録を残すこ
との大切さが行間に描かれていた。

となっている。
このなかで注目したいのは第3章・第4章で
あり、それぞれに記されている事例（検査報
告の紹介）は具体的で実に説得力がある。と
同時に、第5章でも言及されているように、
税金はより効果的に活用されるべきではない
かと感じさせる。たとえばこのような検査報
告をもとに、国会議員が相互に自由に討議す
る時間を増やせば、国民にもより具体的に税
金の活用法が伝わっていくのではないだろう
か。また第6章を読めば、著者がいかに困難
なことに果敢に挑戦し、検査報告時期の平準
化という大きな業務改革を成し遂げたのかが
伝わってくるし、その歩みには思わず感動を
禁じ得ない。
一方で、本書がたびたび指摘する日本の政
策における「実施」の脆弱さにも注目しなけれ
ばならない。給付金の支給における巨額の委
託費支出や自治体にかかる負荷は、まさにそ
の典型例であり、これからの日本は政策の目的
を明確にし、さまざまな課題をわかりやすく皆で
共有して前進する必要があることが見えてくる。
あらたな可能性を見出すための一冊である。


